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暖かくなり、大きい子は外て
｀

砂山作りやトンネル掘りなどをしてあそぶ事が楽しくなってきました。 「お山作ろう」 「ここも掘ってみよう」 「つながったね」

など毎日楽しそうにあそぶ子どもたちの声が聞こえてきます。また、小さい子も水を求めて蛇口から出る水に触れたり、大人や大きい子の真似をしてカップやバ

ケッで水運びをして楽しんでいます。
先月24日の親子遠足には、多くの保護者の方々に参加していただきありがとうございました。一の谷公園の様々な場所をたくさん歩き、「この公園ってこんな

場所があるんだね」「久しぶりに一の谷公園にきた」という保護者さんたちの声をたくさん聞きました。また、久しぶりに広い場所を散策し、子どもたちもとて

も楽しそうてしたね。またぜひ親子でのんびり散策してみてください。
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• 12日（水）ばら組、内日（水）いちょう組の懇談会てす。

• 14日（金）ぽぷら組は芝滑りです。詳しい事はクラスだよりお知らせします。

全クラスお弁当の日て
吋す。

• 27日（木）いちょう維登山てす。

·2 8日（金）役員会て
｀す。
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（船通山に登りました。 （ぽぷら組）
l 先月5日、三瓶東ノ原から女三瓶まて｀登頂し、27日には奥出雲にある船通山(1142m)に登ってきました。'’ ヤマ｝

l タノオロチ’'の神話て有名な山て｀す。 「まだヤマタノオロチおるかもよ」と話しながらドキドキして登る子どもた
ち。約8合目あたりては斐伊川の源水が流れ出ています。そこで喉を潤し 「力が出た」と再度張り切る子どもたち l 

I てした。山頂には毎年4月下句から5月上旬頃にカタクリの花が一面に
l 咲いています。頑張って登った達成感とカタクリの花に出会えたこと、近くの山々から

I 
遠い大山まで一望てきる景色に 「すこ•,ー い！」 「きれいだね」と喜ぶ子どもたちてした。
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2021年度 役員紹介
ぽぷら組

金築さん（会長）、三代さん（副
会長）坂本さん（副会長）

いちょう組
黒目さん、大迫さん

ばら組
仙石さん、永見さん

ちゅうりっぷ組
和多田さん、永瀬さん

たんぽぽ組
佐藤さん、柏井さん、
江戸さん（連合保護者会）
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． 進級して ーカ月が経ちました。部屋、担任ががらりと変わり、新しい環境でス

Iタ ートしたいちょう組て，，す。進級した初日から「スコップしたい」 「お山登りし ．
I · ぽぷら組

ー・ー・ー・ー・一•一・一・ー・ー・ー・一・ー・ー・ー・ー・ー・ー・

i たい」と楽しみにしていることを口々に伝えてくれる子どもたちて｀した。進級し 1 1 憧れのぽぷら組に進級し、喜びいっばいの 2 2名の子どもたちてす。

・た喜びが伝わってくるその反面、新しい環境に不安そうな様子もありましたが、
． ． ぽぷらさんになったらやってみたい事も色々とあり、あれもしたいな、こ＇

l I I 
．そんな新しい生活にもだんだんと慣れてきました。 ・．れもやってみたいとわくわくしています。

＇ 
1 外てあそぶことが大好きな子どもたち、トンネル堀りやままごと、虫探し、鬼 I I お母さんやお父さんに雑巾を縫ってもらい、ホ ー ルとぽぷらの部屋の雑巾．

•
あそび等、好きなあそびを友だちと一緒に楽しんて‘

います。中て｀も泥団子作りが i i がけもやっています。広いホ ー ルを拭くのは力がいりますが、保育園が綺麗I
I 

・楽しく、畑の土に水を加えてまとめると、園庭のさらさらの砂をかけながら硬い · ．になるように、気持ちよくリズムがてきるようにと毎日頑張っています。雑·
I 

l泥団子を作っています。とても綺麗に丸くてきているので驚くほどです。作った ！ l巾に穴が空き始めた子もいて、'’ こんなに頑張ったんだよ’'と誇らし気です。．

i 泥団子は、築山から転がしてあそぶ子やティッシュに包んて｀大事に保管している 1 i 4月は、女三瓶 ・ 太平山、船通山と2つの山にも登ってきました。天気に恵1
・子もいます。

． ．まれ、登山日和の中、良い経験が出来ました。登山道は平坦な道ばかりでは i
l 'I 

暖かくなっていくこれからの季節。園庭に出て、水、砂、泥て思いっきりあそ ． なく、険しい道もありましたが、励まし合いながら歩く子どもたちてした。・

Iんでいきたいです。また、一年を通して子どもたちの声に応えながら色々な体験 I I新緑が綺麗て季節を感じながらの山登りはとても楽しかったです。また、山I

．をみんなて楽しんていきたいと思います。 1 i 頂に着いた時には喜びと達成感を味わうことがて｀きました。 1 
I 
・子どもたちは歌うことがとても好きてす。季節の歌、お話の歌など毎日たくさん ． ．これからぽぷら組での一年間、様々なあそびや経験を友だちと一緒に目一杯·

I 1歌い楽しんて
‘

います。中ても’'竹の子” の歌は日に日に自信を持って歌えるよう ． 1楽しんでいけたらと思います。
1 

Iになってきた一 曲です。先日、竹の子の皮むきのお手伝いをしました。お手伝い I j 最後に子どもたちがぽぷら組になり好きになった歌を紹介します。 1 

·をきっかけに、給食て竹の子を見つけると、 「竹の子があったよ」ととても嬉し · 
l 

1,
．そうな子どもたちです。

しんでい

「ぽぷらのうた」

l ひとりがみんな みんながひとり
「竹の子」

1 竹の子 のこのこ あそこにここに
土の中から あたまを出して
ずんずん 竹の子 どこまでのびる

2 竹の子 すくすく 大きくなって
親の竹にも 負けないように
それそれ竹の子 天までとどけ
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ひとりひとりが くみあわさって
みんながひとり ひとりがみんな
それが ぽぷらさん

2 なみだもうたも えがおもはなも
みんながみんな わけあいあって
ひとりがみんな みんながひとり
それが ぽぷらさん
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